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産 婦 人科 領 域 にお け るcefetamet pivoxilの 臨 床 的検 討

舘 野 政 也

富山県立中央病院産科婦人科*

1) 6例 の産婦人科感染症に対 してcefetamet pivoxil(CEMT-PI)を1,000mg・ 分2,5

日間使用 した臨床成績は6例 とも有効であった。

2) 細 菌 学 的 に は6例 中4例 よ りcoagulase-negative Staphylococcus(CNS)2株,

Enterococcus faecalis1株,Escherichia coli株,Peptostreptococcus magnus,Streptococcus

intermedius各1株 が分離 され,CNSは2株 とも不変,E.faecalisは 菌 交代,E.coliは 不 明,

P.magnusは 消 失,S.intermediusは 菌交代であった。

3) 副作 用,臨 床検査値 異常 は認め られ なかった。
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産婦人科領域では,性 器の解剖学的な性格上感染性

疾患はかな り多く,日 常診療上かなりのweightを 占

めるものと思われ る。 また感染症の起炎菌 としては産

科領域,婦 人科領域 ともEscherichia coliの 占める確

率が高い。最近,著 者は新 しい経 口用のセフェム系抗

生物質cefetamet pivoxil(CEMT-PI)を 産 婦人科

領域感染症に対 して使用する機会を得たので,そ の臨

床効果ならびに副作用などについて以下に述べ る。

今回治療の対象 とした症例は6例 で,そ の内訳は分

娩後にみ られた子宮内感染5例,子 宮内膜炎1例 であ

る。本剤の投与方法は1日2回,1回500mgを 経 口

投与 し,投 与期間は5日 間で,投 与前後の自他覚的症

状,臨 床検査成績および細菌学的検査成績を比較検討

した。

6例 の本剤による治療成績はTable 1の ご と くで

あ り,6例 全例に有効 であった。まず症例1の 子宮内

膜炎は子宮内容除去後の感染で,発 熱,白 血球増多が

認め られたが,投 与後4日 目で解 熱,白 血球数正常化

が認められた。産褥子宮内感染の5例 の うち3例(症

例2,4,6)は 帝 王切開術施行後の感染であった。い

ずれの症例 も術後 に発熱,白 血球増 多,CRP高 値,

下 腹部痛,圧 痛などが認められたが,本 剤投与後症状

の改善,消 失などの臨床効果が確認された。他の2例

(症例3,5)の 分 娩後の感染に対 して も,本 剤に よ

る解熱CRP,白 血球数正常化,下 腹部痛,圧 痛の消

失が認め られた。

細菌学的検討では6例 中4例 で起炎菌が検 出され好

気性菌ではグラム陽性菌3株,陰 性菌1株,嫌 気性菌

では2株 が分離され,Peptostreptococcus magnus(症

例2)の 消失が認め られた。

Cefetamet(CEMT)はStreptococcus pneumoniae,

Streptococcus pyogenes,Streptococcus agalactiaeな ど

の グ ラム 陽 性 菌,E.coli,Klebsiella pneumoniae,

Klebsiella oxytoca,Proteus mirabilis,Branhamella

catarrhalisな どのグラム陰性菌に も優れた抗菌力を示

すほか,従 来の経 口セファロスポリン系薬剤では抗菌

力 が 弱 い と さ れ て い たHaemophilus influenzae,

Providencia rettgeri,Proteus vulgaris,Pseudomonas

cepaciaに 対 して も抗菌力 を示す という広範囲抗菌 ス

ペ ク トラムの抗生剤である。

産婦人科領域で取 り扱 う感染症は尿路感染症をはじ

め として極めて多 く,し か も骨盤腹膜炎や子宮付属器

炎などは起炎菌に結びつ く菌の証明は不可能である場

合が多い。 しか し起炎菌 としてはグラム陰性桿菌が多

く,こ の点か らいえば,こ れらの菌に感受性の強い抗

生物質の使用 をまず第一 とすべ きであろう。 その他検

出 され る菌 としてはK.pneumoniae,Enterococcus

faecalisさ らに最近はStaphylococcusな どが 多

くなってお り1),グ ラム陽性菌に も有効な広範囲抗菌

スペ ク トラムの抗生物質の使用を余儀な くされる。 し

たがって最近の産婦人科領域における抗生物質の使用

は腸内細菌群 を含む広範囲のグラム陰性菌および一部

のグラム陽性菌に対 しても有効な抗生物質の使用が特

徴 となって きている2,3)。そ の他投与薬剤に関 しては

臓器内濃度分布の問題 も重要であるが,最 近の抗生物

質は本剤 も含め,子 宮内膜,筋 層,子 宮付属器あるい

は骨盤死腔液などへの到達性に優れていることが知 ら

れている4-7)。
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Table 1. Clinical results of cefetamet pivoxil

今回,著 者は6例 とい う少数例 ではあるが,子 宮内

感染症 などに対 してCEMT-PIを 使 用 し,ほ ぼ満足

すべ き成績 を得 た。
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CEFETAMET PIVOXIL 

IN OBSTETRICS AND GYNECOLOGY 
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Department of Obstetrics and Gynecology, Toyama Prefectural Central Hospital, 

2-2-78 Nishinagae, Toyama-shi 930, Japan 

We carried out a clinical study on cefetamet pivoxil (CEMT-PI) with the following results. 
1) CEMT-PI was administered orally at a daily dose of 1,000mg twice a day for 5 days to 

6 patients with gynecological infections. 
2) Improvement in subjective and objective symptoms was observed in all patients. 
3) No side effects or abnormal laboratory findings due to CEMT-PI were observed.


